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北九州市手数料条例の一部を改正する条例をここに公布する。

令和５年１０月１１日

                    北九州市長 武 内 和 久

北九州市条例第３１号

北九州市手数料条例の一部を改正する条例

 北九州市手数料条例（平成１２年北九州市条例第１０号）の一部を次のよう

に改正する。

別表第１号中「の規定に基づく」を「に規定する」に改め、「交付」の次に

「（同法第３８２条の４に規定する当該証明書に住所に代わる事項の記載をし

たものの交付を含む。）」を加え、 

改め、同表第１号の２中「の規定に基づく」を「に規定する」に改め、「固定

資産課税台帳の閲覧」の次に「（同法第３８２条の４に規定する当該固定資産

課税台帳に住所に代わる事項の記載をしたものの閲覧を含む。）」を加え、 

改め、同表第１号の３中「の規定に基づく」を「に規定する」に改め、「交付

」の次に「（同法第３８２条の４に規定する当該証明書に住所に代わる事項の

記載をしたものの交付を含む。）」を加え、 

改め、同表第１号の４中「の規定に基づく」を「に規定する」に改め、「家屋

名寄帳の閲覧」の次に「（同法第３８２条の４に規定する当該土地名寄帳又は

家屋名寄帳に住所に代わる事項の記載をしたものの閲覧を含む。）」を加え、 

を に

「

」

「

」

「

を

」

１件につき３０

０円

を に

１件につき

３００円

「

」

「

」

１件につき３０

０円

１件につき

３００円

１件につき

３００円

（件数が２件以上となるものの１件を超える件数に係る手数料の金

額は、１件につき２００円）

「

を

」

１件につき３００円（件数が２件以上となるものの１件を超える件

数に係る手数料の金額は、１件につき２００円）
に

を に

「

」

「

」

１件につき３０

０円

１件につき

３００円
を に
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改め、同表中

改める。

付 則

この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、別表１０６号の改正

規定は、公布の日から施行する。

に

「

「

」

（１０

６）

租税特別措置法

施行令第２０条

の２第１４項又

は第３８条の４

第２４項に規定

する要件に該当

する事業である

ことについての

認定の申請に対

する審査

１件につき

３１，０００円

」

を

（１０

６）

削除
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北九州市旅館業法施行条例の一部を改正する条例をここに公布する。

 令和５年１０月１１日

北九州市長 武 内 和 久

北九州市条例第３２号

   北九州市旅館業法施行条例の一部を改正する条例

北九州市旅館業法施行条例（平成１５年北九州市条例第１２号）の一部を次

のように改正する。

第６条第１項各号列記以外の部分及び第２項各号列記以外の部分中「及び第

３条の３第３項」を「、第３条の３第２項及び第３条の４第３項」に改める。

第９条各号列記以外の部分中「第５条第３号」を「第５条第１項第４号」に

改める。

 第１０条第２項中「又は第３条の３第１項」を「、第３条の３第１項又は第

３条の４第１項」に改める。

   付 則

（施行期日）

１ この条例は、規則で定める日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の第１０条第２項の規定は、この条例の施行の日以後に行われた申

請について適用し、同日前に行われた申請については、なお従前の例による

。
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北九州市公害防止条例の一部を改正する条例をここに公布する。

令和５年１０月１１日

                    北九州市長 武 内 和 久

北九州市条例第３３号

北九州市公害防止条例の一部を改正する条例

北九州市公害防止条例（昭和４６年北九州市条例第５４号）の一部を次のよ

うに改正する。

第２条第１項中「または」を「又は」に、「掘さく」を「掘削」に、「およ

び」を「及び」に改め、同条第２項各号列記以外の部分中「の各号」を削り、

同項第１号中「いおう酸化物」を「硫黄酸化物」に改め、同項第２号中「また

は」を「又は」に改め、同項第３号中「弗化水素」を「弗化水素」に、「また

は」を「又は」に改め、同条第３項中「または」を「又は」に、「たい積」を

「堆積」に改め、同条第７項中「または」を「又は」に、「もしくは」を「若

しくは」に、「および」を「及び」に改め、同項を同条第１０項とし、同条第

６項中「または」を「又は」に改め、同項を同条第９項とし、同条第５項中「

または」を「又は」に改め、同項を同条第８項とし、同条第４項各号列記以外

の部分中「または」を「又は」に改め、同項を同条第７項とし、同条第３項の

次に次の３項を加える。

４ この条例において「特定粉じん」とは、粉じんのうち、石綿その他の人の

健康に係る被害を生ずるおそれがある物質で規則で定めるものをいう。

５ この条例において「特定粉じん排出等作業」とは、吹付け石綿その他の特

定粉じんを発生し、又は飛散させる原因となる建築材料で規則で定めるもの

（以下「特定建築材料」という。）が使用されている建築物その他の工作物

（以下「建築物等」という。）を解体し、改造し、又は補修する作業をいう

。

６ この条例において「特定工事」とは、特定粉じん排出等作業を伴う建設工

事をいう。

第４条各号列記以外の部分中「もと」を「下」に改め、「の各号」を削り、

同条第２号中「および」を「及び」に、「ならびに」を「並びに」に改め、同

条第８号を削り、同条第７号を同条第８号とし、同条第６号中「および」を「

及び」に改め、同号を同条第７号とし、同条第５号中「および」を「及び」に

改め、同号を同条第６号とし、同条第４号中「および」を「及び」に改め、同

号を同条第５号とし、同条第３号中「および」を「及び」に改め、同号を同条

第４号とし、同条第２号の次に次の１号を加える。

（３） 特定粉じん排出等作業に伴う特定粉じんの飛散防止のために必要な

っふ
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事業の推進

第４条第９号中「必要な資金の融資のあっせんおよび」を削る。

 第１７条から第１９条までを次のように改める。

第１７条から第１９条まで 削除

 第２０条の次に次の１条を加える。

 （特定粉じん排出等作業の完了報告）

第２０条の２ 特定工事のうち、特定粉じんを多量に発生し、又は飛散させる

原因となる特定建築材料として規則で定めるものに係る特定粉じん排出等作

業を伴うもの（以下この条において「届出対象特定工事」という。）の発注

者（特定工事の注文者で、他の者から請け負った特定工事の注文者以外のも

のをいう。以下この条において同じ。）又は自主施工者（特定工事を請負契

約によらないで自ら施工する者をいう。以下この条において同じ。）は、当

該特定粉じん排出等作業が完了した日から６０日以内に、次に掲げる事項を

市長に報告しなければならない。

（１） 当該届出対象特定工事の発注者及び元請業者若しくは下請負人又は

自主施工者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の

氏名

（２） 当該届出対象特定工事の場所

（３） 当該特定粉じん排出等作業の種類

（４） 当該特定粉じん排出等作業の実施の期間

（５） 当該特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の部分における特

定建築材料の種類

（６） 当該特定粉じん排出等作業に伴い排出された特定粉じんの処理に関

する管理を特別管理産業廃棄物管理責任者が行う場合には、次に掲げる事

項

ア 当該特別管理産業廃棄物管理責任者の氏名

イ 当該特定粉じん排出等作業に伴い排出された特定粉じんの運搬をした

者の氏名又は名称

ウ 当該特定粉じん排出等作業に伴い排出された特定粉じんの処分をした

者の氏名又は名称

エ 当該特定粉じん排出等作業に伴い排出された特定粉じんの数量

２ 前項第１号の「元請業者」とは、発注者から特定工事を請け負った者をい

い、「下請負人」とは、特定工事の全部又は一部（特定粉じん排出等作業を

伴うものに限る。）を請け負った他の者（その請け負った特定工事が数次の

請負契約によって行われるときは、当該他の者の請負契約の後次の全ての請
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負契約の当事者である請負人を含む。）をいう。

３ 第１項第６号の「特別管理産業廃棄物管理責任者」とは、廃棄物の処理及

び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第１２条の２第８項の特

別管理産業廃棄物管理責任者をいう。

４ 第１項の規定による報告には、規則で定める書類を添付しなければならな

い。

 第２５条中「大気汚染防止法」を「大気汚染防止法第２条第２項」に、「水

質汚濁防止法」を「水質汚濁防止法第２条第２項」に、「もしくは騒音規制法

」を「若しくは騒音規制法第２条第１項」に、「または第２条第５項」を「又

は第２条第８項」に、「および」を「及び」に改める。

第３０条各号列記以外の部分中「一に」を「いずれかに」に改め、同条第１

号中「、第１０条第２項もしくは」を「又は第１０条第２項若しくは」に改め

、「または第１８条第２項」を削り、「、または」を「、又は」に改め、同条

第２号中「もしくは」を「若しくは」に、「または」を「又は」に改める。

   付 則

 （施行期日）

１ この条例は、令和６年２月１日から施行する。

 （経過措置）

２ この条例の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の

例による。
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北九州市火災予防条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

令和５年１０月１１日 

                    北九州市長 武 内 和 久 

北九州市条例第３４号 

北九州市火災予防条例の一部を改正する条例 

 北九州市火災予防条例（昭和４８年北九州市条例第４９号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 第１３条第１項第３号の２中「キュービクル式のものにあっては、」を削る

。 

 第１３条の２第１項第３号中「雨水等」を「外箱は、雨水等」に改める。 

第１５条第１項を次のように改める。 

蓄電池設備（蓄電池容量が１０キロワット時以下のもの及び蓄電池容量が

１０キロワット時を超え２０キロワット時以下のものであって蓄電池設備の

出火防止措置及び延焼防止措置に関する基準（令和５年消防庁告示第７号）

第２に規定する出火防止措置が講じられたものを除く。以下この条において

同じ。）は、地震等により容易に転倒し、亀裂を生じ、又は破損しない構造

としなければならない。この場合において、開放形鉛蓄電池を用いるものに

あっては、その電槽は、耐酸性の床又は台の上に設けなければならない。 

第１５条第３項を次のように改める。 

３ 第１項に規定するもののほか、屋外に設ける蓄電池設備（柱上及び道路上

に設ける電気事業者用のもの、蓄電池設備の出火防止措置及び延焼防止措置

に関する基準第３に規定する延焼防止措置が講じられたもの並びに消防長が

火災予防上支障がないと認める構造を有するキュービクル式のものを除く。

）にあっては、建築物から３メートル以上の距離を保たなければならない。

ただし、不燃材料で造られ、又は覆われた外壁で開口部のないものに面する

ときは、この限りでない。 

第１５条第４項中「第２項並びに本条第１項」を「第１３条の２第１項第３

号」に改める。 

第６７条第１３号中「蓄電池設備」の次に「（蓄電池容量が２０キロワット

時以下のものを除く。）」を加える。 

別表第１の厨房設備の項中 

「 

を
据置型レンジ ２１キロワ

ット以下 

８０ ０ ― ０

」
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「                                

  据置型レンジ ２１キロワ

ット以下 

８０ ０ ― ０

固

体

燃

料

不

燃

以

外

木

炭

を

燃

料

と

す

る

も

の

炭火焼き器 ― １００ ５０ ５０ ５０

 不

燃

木

炭

を

燃

料

と

す

る

も

の

炭火焼き器 ― ８０ ３０ ― ３０

改める。 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和６年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現に設置され、又は設置の工事がされている燃料電池

発電設備、変電設備、内燃機関を原動力とする発電設備及び改正後の第１５

条第１項に規定する蓄電池設備（付則第４項に規定するものを除く。）のう

ち、改正後の第１３条第１項第３号の２（第１０条の２第１項及び第３項、

第１３条第３項、第１４条第２項及び第３項並びに第１５条第２項及び第４

項において準用する場合を含む。）に定める基準に適合しないものの位置、

に

」 
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構造及び管理に係る基準については、これらの規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

３ この条例の施行の際現に設置され、又は設置の工事がされている改正後

の第１５条第１項に規定する蓄電池設備（次項に規定するものを除く。）

のうち、改正後の第１５条第１項に定める基準に適合しないものの位置、

構造及び管理に係る基準については、同項の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

４ 改正後の第１５条第１項に規定する蓄電池設備に新たに該当することとな

るもののうち、この条例の施行の際現に設置されているもの及びこの条例の

施行の日から起算して２年を経過する日までの間に設置されたもので、同条

に定める基準に適合しないものの位置、構造及び管理に係る基準については

、当該規定は、適用しない。 
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（１） 大気汚染防止法施行規則（昭和４６年     令第１号）第１６

北九州市公害防止条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。

令和５年１０月１１日

                    北九州市長 武 内 和 久

北九州市規則第３５号

北九州市公害防止条例施行規則の一部を改正する規則

北九州市公害防止条例施行規則（昭和４７年北九州市規則第６号）の一部を

次のように改正する。

第２条の次に次の２条を加える。

（特定粉じん）

第２条の２ 条例第２条第４項の規則で定める物質は、石綿とする。

（特定建築材料）

第２条の３ 条例第２条第５項の規則で定める建築材料は、吹付け石綿その他

の石綿を含有する建築材料とする。

 第３条各号列記以外の部分中「第２条第４項第１号」を「第２条第７項第１

号」に改め、同条第５号中「６価クロム化合物」を「六価クロム化合物」に改

める。

 第４条各号列記以外の部分中「第２条第４項第２号」を「第２条第７項第２

号」に改める。

 第５条第１項中「第２条第４項各号列記以外の部分」を「第２条第７項各号

列記以外の部分」に改め、同条第２項中「第２条第５項」を「第２条第８項」

に改める。

 第６条中「第２条第７項」を「第２条第１０項」に改める。

 第１１条を削り、第１０条の２を第１１条とする。

 第１２条及び第１３条を次のように改める。

（特定粉じんを多量に発生する等の原因となる特定建築材料）

第１２条 条例第２０条の２各号列記以外の部分の規則で定める特定建築材料

は、吹付け石綿並びに石綿を含有する断熱材、保温材及び耐火被覆材とする

。

 （特定粉じん排出等作業の完了報告の添付書類）

第１３条 条例第２０条の２第４項の規則で定める書類は、次に掲げる書類と

する。

                      厚 生 省

                      通商産業省

 条の１６第２項第３号に掲げる特定粉じん排出等作業の実施状況の写し

（２） 大気汚染防止法施行規則第１６条の４第５号本文に規定する確認を
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別表第１の備考第３項中「（昭和４６年     令第１号）」を削る。

行った者が当該確認を適切に行うために必要な知識を有する者に該当する

ことを証明する書類の写し

（３） 特定粉じん排出等作業に伴い排出された特定粉じんの処理に関する

管理を特別管理産業廃棄物管理責任者が行う場合には、当該特定粉じんの

処分が終了したことを証明する書類の写し

                  厚 生 省

                  通商産業省

別表第２の１ 指定施設の表の備考第３項中「第２条第１項第１６号」を「

第２条第１項第１８号」に改める。

 別表第２の２ 規制基準の（１） 第３条に定める物質による排出水の汚染

状態に係る規制基準の表の６価クロム化合物の項中         

改める。

別表第３の１ 指定施設の表の備考第２項中「第２条第１項第１６号」を「

第２条第１項第１８号」に改める。

別表第４の５の項を削り、同表の６の項を同表の５の項とする。

   付 則

 この規則は、令和６年２月１日から施行する。

６価クロム化合物 １リットルにつき６価クロム０．５ミリグラム

六価クロム化合物 １リットルにつき六価クロム０．５ミリグラム

を
「

」

に
」

「

15



北九州市告示第３７３号 

 難病の患者に対する医療等に関する法律（平成２６年法律第５０号）第１４

条第１項の規定により指定医療機関の指定をしたので、同法第２４条第１号の

規定により次のとおり告示する。 

  令和５年１０月１１日 

北九州市長 武 内 和 久  

１ 医科 

指定医療機関の名

称 

指定医療機関の所在地 指定年月日 

コールメディカル

クリニック若松 

北九州市若松区青葉台南二丁目１

６番８号 

令和５年１０月

１日 

医療法人清友会伊

東医院 

北九州市門司区白野江二丁目１２

番３９号 

令和５年１０月

１日 

２ 訪問看護ステーション 

指定医療機関の名

称 

指定医療機関の所在地 指定年月日 

訪問看護ステーシ

ョンここっちゃ 

北九州市八幡西区中の原三丁目１

番１０号 

令和５年１０月

１日 

訪問看護ステーシ

ョンプーラビタ香

月 

北九州市八幡西区高江五丁目４番

２６号 

令和５年１０月

１日 

Ｉ訪問看護

station 八幡東 

北九州市八幡東区上本町一丁目１

番７－７０３号 

令和５年１０月

１日 
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北九州市告示第３７４号 

 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第４１条第１項、第４６条第１項及

び第５３条第１項の規定により、居宅サービス事業者、居宅介護支援事業者及

び介護予防サービス事業者を指定したので、同法第７８条第１号、第８５条第

１号及び第１１５条の１０第１号の規定により、次のとおり告示する。 

  令和５年１０月１１日 

北九州市長 武 内 和 久 

１ 訪問介護 

事業所番

号 

事業所の名称 事 業 所 の 所 在

地 

事業者の名称 指定年月日

４０７０

４０６２

１２ 

ホームヘルプコ

レット 

北 九 州 市 小 倉

北 区 三 郎 丸 三

丁 目 ６ 番 ２ ０

号６０２号室 

合同会社コレ

ット 

令和５年１

０月１日 

２ 訪問看護 

事業所番

号 

事業所の名称 事 業 所 の 所 在

地 

事業者の名称 指定年月日

４０６６

６９０９

８５ 

訪問看護ステー

ションここっち

ゃ 

北 九 州 市 八 幡

西 区 中 の 原 三

丁 目 １ 番 １ ０

号 

株式会社颯真 令和５年１

０月１日 

３ 訪問看護及び介護予防訪問看護 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 指定年月日

４０６６

６９１０

０９ 

Ｉ訪問看護ｓｔ

ａｔｉｏｎ八幡

東 

北九州市八幡東

区上本町一丁目

１番７－７０３

号 

株式会社Ⅰ 令和５年１

０月１日 

４０６６

６９０９

９３ 

訪問看護リハス

テーション プ

ーラビダ香月 

北九州市八幡西

区高江五丁目４

番２６号 

株式会社Ｈｉ 

ｇｈｆｉｖｅ 

令和５年１

０月１日 

４ 居宅介護支援 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 指定年月日

４０７０

４０６２

２０ 

ケアステージ 北九州市小倉北

区片野一丁目１

５番９―２０４

号 クレベール

片野 

株式会社ヴェ

ルデ・ポム 

令和５年１

０月１日 

４０７０

５０６０ 

桜十字ケアプラ

ンセンター北九 

北九州市小倉南

区田原三丁目１

株式会社桜十

字 

令和５年１

０月１日 
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９４ 州 番１６号   
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北九州市告示第３７５号 

 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第７５条第２項、第８２条第２項及

び第１１５条の５第２項の規定により、指定居宅サービス事業者、指定居宅介

護支援事業者及び指定介護予防サービス事業者から廃止の届出があったので、

同法第７８条第２号、第８５条第２号及び第１１５条の１０第２号の規定によ

り、次のとおり告示する。 

  令和５年１０月１１日 

北九州市長 武 内 和 久 

１ 訪問介護 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 廃止年月日

４０７０

３００５

５５ 

ヘルパーステー

ション天神 

北九州市戸畑区

千防１丁目１３

番２５－１０６

号 

医療法人親和

会 

令和５年９

月３０日 

４０７０

４０３９

１２ 

ホームヘルプお

れんじ 

北九州市小倉北

区妙見町１４番

１５号 

合同会社プラ

ンニングサプ

ライズ 

令和５年９

月３０日 

４０７０

５０３９

５０ 

ヘルパーステー

ション ローズ

ガーデン 

北九州市小倉南

区葛原東三丁目

２番２３号 

医療法人聖心

会 

令和５年９

月３０日 

２ 訪問入浴介護及び介護予防訪問入浴介護 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 廃止年月日

４０７０

５０３８

７７ 

アースサポート

小倉 

北九州市小倉南

区徳力新町一丁

目２７番２３号

アースサポー

ト株式会社 

令和５年９

月３０日 

３ 訪問看護及び介護予防訪問看護 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 廃止年月日

４０６６

６９０５

８９ 

訪問看護ステー

ション プーラ

ビダ上の原 

北九州市八幡西

区上の原三丁目

２８番２２号 

プーラビダ株

式会社 

令和５年９

月３０日 

４ 居宅介護支援 

事業所番

号 

事業所の名称 事業所の所在地 事業者の名称 廃止年月日

４０７０

１０２０

３５ 

ケアプランセン

ターおのクリハ

ウス 

北九州市門司区

吉志一丁目４０

番４２号 

医療法人おの

クリニック 

令和５年９

月３０日 

４０７０

４０４３ 

ケアプランセン

ター ゆ～じん 

北九州市小倉北

区真鶴一丁目４

医療法人おお

ごう会 

令和５年９

月３０日 
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６５  番１２号   
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工事名 皿倉山ケーブルカー山上駅外壁等改修及び耐震補強工事
工事場所 北九州市八幡東区大字大蔵２６６４番地１
工事内容 駅の外壁等改修及び耐震補強工事
工期 請負契約締結の日から令和６年７月１９日まで
予定価格 ７，１３７万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ又はＢ

建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。

所在地
本店又は主たる営業所が北九州市若松区内、八幡東区内、八幡西区内又は戸畑区内にあること
。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

Ａランク業者については予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
）の、Ｂランク業者については予定価格１，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を
含む。）の本市が発注した建築工事で令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札す
る

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務緩和に関する取扱要領」を参照すること。

北九州市公告第６８５号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
　　令和５年１０月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

許可

手持工事等

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

９　その他
（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ

　規定する有資格業者名簿をいう。
注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
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工事名 皿倉山ケーブルカー山上駅外壁等改修及び耐震補強電気工事
工事場所 北九州市八幡東区大字大蔵２６６４番地１
工事内容 駅の外壁等改修及び耐震補強電気工事
工期 請負契約締結の日から令和６年７月１９日まで
予定価格 ２，３４１万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 電気工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ又はＢ
許可 電気工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。

所在地
本店又は主たる営業所が北九州市若松区内、八幡東区内、八幡西区内又は戸畑区内にあること
。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
電気工事（信号機若しくは電気計装設備に係る工事又は軽微な工事（注３）を除く。）につい
て、単体又は共同企業体の構成員として指名の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたも
のを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、Ａランク業者については予定価格
　１，２００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の、Ｂランク業者については
　予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の本市が発注した
　電気工事（信号機若しくは電気計装設備に係る工事又は軽微な工事（注３）を除く。）を単
　体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合
　は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した電気工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注４）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注５）を
　　協議（注６）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　Ａランク業者については予定価格１，２００万円以上（消費税及び地方消費税相当額
　を含む。）の、Ｂランク業者については予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消
  費税相当額を含む。）の本市が発注した電気工事（信号機若しくは電気計装設備に係る工事
　又は軽微な工事（注３）を除く。）で令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札
　するものの落札者（共同企業体の構成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注７）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　入札の中
　止

５　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
６　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時２４分
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注７）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

北九州市公告第６８６号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
　　令和５年１０月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

手持工事等

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

この工事に関連する「皿倉山ケーブルカー山上駅外壁等改修及び耐震補強工事」が不調となった場合は、こ
の工事の入札を中止する。

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

７　開札の場
　所及び日時

８　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金
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（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

　２０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の

９　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

１０　その他
（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ

注５　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工
　事請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款
　第２６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約
　約款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規
　定する協議をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
注４　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第

　一時中止をいう。

　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務緩和に関する取扱要領」を参照すること。

注７　この公告第３項及び第５項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

23



工事名 響灘東地区受電設備設置工事（Ｒ５）
工事場所 北九州市若松区響町二丁目
工事内容 受電設備の設置工事
工期 請負契約締結の日から令和６年９月３０日まで
予定価格 １億６，２０１万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 電気工事（希望工種が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ

電気工事業について特定建設業の許可を受けていること。

所在地
北九州市内に、本店、主たる営業所、支店又は営業所のいずれもない者であっても競争参加す
ることができる。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
電気工事（信号機若しくは電気計装設備に係る工事又は軽微な工事（注３）を除く。）につい
て、単体又は共同企業体の構成員として指名の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたも
のを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、本市が発注した予定価格１，２０
　０万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の電気工事（信号機又は電気計装設備
　に係る工事を除く。）を単体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次
　のいずれかに該当する場合は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した電気工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注４）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注５）を
　　協議（注６）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　本市が発注した予定価格１，２００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
　）の電気工事（信号機又は電気計装設備に係る工事を除く。）で令和５年１０月１０日から
　本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注２）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時１６分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

９　その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

許可

手持工事等

北九州市公告第６８７号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
　　令和５年１０月１１日

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注２）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

24



注５　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工
　事請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款
　第２６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約
　約款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規
　定する協議をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
注４　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第

　一時中止をいう。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

　２０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注７　この公告第３項及び第５項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。
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工事名 （仮称）ふれあいむら高坊団地市営住宅建設工事
工事場所 北九州市小倉北区高坊一丁目７番
工事内容 市営住宅の建設工事
工期 請負契約締結の日から令和７年１月２２日まで
予定価格 ４億１，１１７万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。

その他
この工事は、週休２日工事（発注者指定型）の試行対象工事である。詳細については、現場説
明事項を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の
構成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１１月１４日　午前９時２０分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第６８８号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和５年１０月１１日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

１　工事概要
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工事名 西戸畑市民センター・保育所外壁等改修及び昇降機更新工事
工事場所 北九州市戸畑区南鳥旗町３番１７号
工事内容 市民センターの外壁等改修及び昇降機更新工事
工期 請負契約締結の日から令和６年６月６日まで
予定価格 ４，６１３万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ｂ
許可 建築工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格１，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の
構成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時８分
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第６８９号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和５年１０月１１日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ
　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務緩和に関する取扱要領」を参照すること。
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工事名 （豪）長野川函渠工事（５－１）
工事場所 北九州市小倉南区大字長野
工事内容 工事延長　９メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和６年３月１５日まで
予定価格 ２，３８５万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 土木工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ｂ
許可 土木工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市門司区内、小倉北区内又は小倉南区内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、本市が令和４年度又は令和５年度
  に発注した予定価格（注４）２，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）
  の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）を単
  体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合
　は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した土木工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注５）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注６）を
　　協議（注７）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　本市が発注した予定価格１，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
　）の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で
　令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成
　員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注８）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時１０分
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

北九州市公告第６９０号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

　　令和５年１０月１１日
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注８）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

契約保証金

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。） 手持工事等

８　入札の無
　効

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

１　工事概要
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９　その他

注５　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第
　２０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の
　一時中止をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工
　事請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款
　第２６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注７　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約
　約款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規
　定する協議をいう。
注８　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

　）とする。
（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。
（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ
　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務の緩和に関する取扱要領」を参照すること。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　合併入札を行った工事については、合併入札時の予定価格をいう。
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に
　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 文化記念公園プールサイド改修工事
工事場所 北九州市小倉南区田原五丁目
工事内容 施設撤去工　一式、園路広場整備工　一式
工期 請負契約締結の日から令和６年３月１５日まで
予定価格 ５，４２９万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 造園工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 造園工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
造園工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格１，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の造園
工事で令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の
構成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を専任で配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時１５分
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　武　内　和　久

１　工事概要

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

契約保証金

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

８　入札の無
　効

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

北九州市公告第６９１号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

　　令和５年１０月１１日
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

９　その他

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。
　規定する有資格業者名簿をいう。

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

　）とする。
（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。
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工事名 八王寺町他配水管他布設替工事
工事場所 北九州市八幡東区八王寺町地内ほか
工事内容 鋳鉄管据付工　内径７００ミリメートル　１４９．７メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和７年２月６日まで
予定価格 １億４，８６８万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

その他
この工事は、週休２日工事（発注者指定型）の試行対象工事である。詳細については、特記仕
様書を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 水道施設工事（希望順位を問わない。）
等級（注２） Ａ
許可 水道施設工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
水道施設工事又は土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の
構成員として指名の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実
績があること。
本市が発注した予定価格２，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の水道
施設工事（管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で令和５年１０月１
０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成員を含む。）でない
と。
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係

技術者 が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間
６　開札の場 場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
　所及び日時 日時 令和５年１０月３１日　午前９時２０分

最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規程において準用する契約規則第２５条第
７項第１号又は第２号のいずれかに該当する場合は、免除する。

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札 

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規程において準用する契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

北九州市上下水道局公告第１５０号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

９年北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり
道局管理規程第２５号。以下「契約規程」という。）において準用する北九州市契約規則（昭和３
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市上下水道局契約規程（昭和３９年北九州市水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  北九州市上下水道局長　兼　尾　明　利

公告する。
　　令和５年１０月１１日

期間

（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで
（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで

適用しない。

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

手持工事等

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

実績

１　工事概要

　）第２条において準用する北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

　）とする。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注１　北九州市上下水道局建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成６年北九州市水道局管理規程第８号

　号）第７条第１項に規定する有資格業者名簿をいう。

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。９　その他
（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
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注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。
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工事名 片山二丁目他配水管布設替工事
工事場所 北九州市若松区片山二丁目地内ほか
工事内容 鋳鉄管据付工　内径５００ミリメートル　４１３．８メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和６年８月５日まで
予定価格 ９，０４２万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

その他
この工事は、週休２日工事（発注者指定型）の試行対象工事である。詳細については、特記仕
様書を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 水道施設工事（希望順位を問わない。）
等級（注２） Ａ
許可 水道施設工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
水道施設工事又は土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の
構成員として指名の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実
績があること。
本市が発注した予定価格２，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の水道
施設工事（管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で令和５年１０月１
０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成員を含む。）でない
と。
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係

技術者 が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間
６　開札の場 場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
　所及び日時 日時 令和５年１０月３１日　午前９時２５分

最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規程において準用する契約規則第２５条第
７項第１号又は第２号のいずれかに該当する場合は、免除する。

　）第２条において準用する北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

　）とする。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注１　北九州市上下水道局建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成６年北九州市水道局管理規程第８号

　号）第７条第１項に規定する有資格業者名簿をいう。

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。９　その他
（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  北九州市上下水道局長　兼　尾　明　利

公告する。
　　令和５年１０月１１日

期間

（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで
（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで

適用しない。

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

手持工事等

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

実績

１　工事概要

北九州市上下水道局公告第１５１号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

９年北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり
道局管理規程第２５号。以下「契約規程」という。）において準用する北九州市契約規則（昭和３
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市上下水道局契約規程（昭和３９年北九州市水

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札 

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規程において準用する契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 
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注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。
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工事名 長野本町三丁目他配水管布設替工事（４工区）
工事場所 北九州市小倉南区長野本町三丁目地内ほか
工事内容 鋳鉄管据付工　内径１５０ミリメートル　１４７．３メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和６年５月３１日まで
予定価格 ３，２７７万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式
登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 水道施設工事（希望順位を問わない。）
等級（注２） Ａ
許可 水道施設工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
水道施設工事又は土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の
構成員として指名の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実
績があること。
本市が発注した予定価格２，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の水道
施設工事（管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で令和５年１０月１
０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成員を含む。）でない
こと。
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係

技術者 が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間
６　開札の場 場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
　所及び日時 日時 令和５年１０月３１日　午前９時３０分

最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規程において準用する契約規則第２５条第
７項第１号又は第２号のいずれかに該当する場合は、免除する。

（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ
　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務の緩和に関する取扱要領」を参照すること。

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 
（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札 

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規程において準用する契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

９　その他

（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

北九州市上下水道局公告第１５２号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

９年北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり
道局管理規程第２５号。以下「契約規程」という。）において準用する北九州市契約規則（昭和３
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市上下水道局契約規程（昭和３９年北九州市水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  北九州市上下水道局長　兼　尾　明　利

公告する。
　　令和５年１０月１１日

期間

（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで
（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで

適用しない。

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

手持工事等

１　工事概要

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

実績

注１　北九州市上下水道局建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成６年北九州市水道局管理規程第８号
　）第２条において準用する北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

　号）第７条第１項に規定する有資格業者名簿をいう。
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注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
　号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。
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工事名 日明浄化センター沈砂洗浄躯体移設工事
工事場所 北九州市小倉北区西港町
工事内容 躯体築造工　一式　ほか
工期 請負契約締結の日から令和６年３月３１日まで
予定価格 １億８３０万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

その他
この工事は、ＩＣＴ活用工事の試行対象工事（受注者希望型）及び週休２日工事（発注者指定
型）の試行対象工事である。詳細については、特記仕様書を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 土木工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 土木工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、本市が令和４年度又は令和５年度
  に発注した予定価格（注４）６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）
　の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）を単
　体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合
　は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した土木工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注５）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注６）を
　　協議（注７）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
　）の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で
　令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成
　員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注８）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約保証金
契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規程において準用する契約規則第２５条第
７項第１号又は第２号のいずれかに該当する場合は、免除する。

９　その他

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注８）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札
（３）　契約規程において準用する契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。
（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件

８　入札の無
　効

北九州市上下水道局公告第１５３号

手持工事等

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

　　令和５年１０月１１日

道局管理規程第２５号。以下「契約規程」という。）において準用する北九州市契約規則（昭和３
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市上下水道局契約規程（昭和３９年北九州市水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市上下水道局長　兼  尾　明  利

９年北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり
公告する。

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで
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注５　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第２
　０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の一時
中止をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事
　請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２
　６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注７　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約
　款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規定す
る協議をいう。
注８　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
　号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
注４　合併入札を行った工事については、合併入札時の予定価格をいう。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

　号）第７条第１項に規定する有資格業者名簿をいう。
　）第２条において準用する北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９
注１　北九州市上下水道局建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成６年北九州市水道局管理規程第８号

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。
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工事名 葛葉一丁目地内（貴船川雨水幹線）管渠改築工事
工事場所 北九州市門司区葛葉一丁目
工事内容 更生鞘管工　内径１０００ミリメートル　６９．０２メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和６年３月３１日まで
予定価格 ３，３１２万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

その他
この工事は、ＩＣＴ活用工事の試行対象工事（受注者希望型）である。詳細については、「Ｉ
ＣＴ活用工事特記仕様書」を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 土木工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ｂ
許可 土木工事業について特定建設業の許可又は一般建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市門司区内、小倉北区内又は小倉南区内にあること。

実績

平成３０年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、本市が令和４年度又は令和５年度
  に発注した予定価格（注４）２，５００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）
  の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）を単
  体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合
　は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した土木工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注５）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注６）を
　　協議（注７）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　本市が発注した予定価格１，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
　）の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で
　令和５年１０月１０日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成
　員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。以下同じ。）にある者に限る。）又は主任技術者（直
接的かつ恒常的な雇用関係にある者に限る。）を配置することができること。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注８）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和５年１０月３１日　午前９時５分
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約保証金
契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規程において準用する契約規則第２５条第
７項第１号又は第２号のいずれかに該当する場合は、免除する。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件

（１）　令和５年１０月２６日及び同月２７日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和５年１０月３０日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この公告の日から令和５年１０月１６日まで（注８）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和５年１０月１７日　午前９時から正午まで

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

８　入札の無
　効

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
（３）　契約規程において準用する契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

北九州市上下水道局公告第１５４号

手持工事等

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

　　令和５年１０月１１日

道局管理規程第２５号。以下「契約規程」という。）において準用する北九州市契約規則（昭和３
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市上下水道局契約規程（昭和３９年北九州市水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市上下水道局長　兼　尾　明　利

９年北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり
公告する。

１　工事概要

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。
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注５　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第２
　０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の一時
　中止をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事
　請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２
　６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注７　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約
　款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規定す
　る協議をいう。
注８　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
　号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

　）第２条において準用する北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

注１　北九州市上下水道局建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規程（平成６年北九州市水道局管理規程第８号

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　合併入札を行った工事については、合併入札時の予定価格をいう。
注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

９　その他

　）とする。

　号）第７条第１項に規定する有資格業者名簿をいう。

（４）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６

（３）　この工事は、現場代理人の兼任を認める要件に該当すれば、他の工事と重複して現場代理人となるこ
　とができる工事である。兼任を認める要件については、北九州市技術監理局契約部ホームページに掲載した
　「現場代理人の常駐義務の緩和に関する取扱要領」を参照すること。
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